
    

 
 

 

平成２５年度 東京都人権教育研究協議会「発達障害と人権教育」① 

大正大学人間学部教授 玉井邦夫 
 

～特別支援教育と子ども虐待の関連を踏まえて～ 
 

基本は、学級をどう作るかである。学級づくりがベース。 

発達障害は「リスク」として捉えるべきである。 

能力の偏り、得意不得意、好き嫌い、それは誰にでもある 

但し、それを「個性」と括ってすませるには、あまりにもリスクの高い人たちが存在する。 

リスクは、単に能力の高低では決定されない。 

カバーできるこだわりと、カバーできないこだわりがある。 

 

Ⅰ 発達障害と子ども虐待 
 
１ つながりを理解する視点 
（１）「子どもに発達障害がある」ということが保護者の育児負担を増悪させる 

という視点 

（２）虐待を受けた子どもの示す言動が、発達障害をもつ子どもの言動と似てくる 

という視点 

（３）保護者に発達障害と思われるような特徴があることが、意図の善意を問わず 

子どもの養育を虐待的なものにしてしまう、という視点 
 
２ 虐待か発達障害か、という鑑別の問題 
（１）このような鑑別はどこまで現実的か？ 

（２）「子どもの発達的資質（障害）か養育（虐待）か」という軸足は、ケースマネジメ 

ントの進捗とともに変動する 
 
Ⅱ しつけと虐待  ～世界と大人への信頼～                第６７７号にて 

Ⅲ  ことば・気持ち・からだ  ～乖離とＰＤＤ特性の類似性と対処～    第６７８号にて 

Ⅳ  こころとことばの育ちの課題                     第６７９号にて 

 
Ⅴ 「気がかり」の成り立ち 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道標（みちしるべ）第 676 号 

 

平成 25 年 5 月 28 日 

校長  稲垣  達也 

× 個人は、常に「資質・能力」を問い  

○  職場は、常に「技術論」を問うこと  

子どもの言動 

保 護 者 の 言 動 

支 援 者 の 価 値 観 

専

門

職

の

側

面 

個人史の側面 

集団の中で支援者との関係で 

子 ど も と の 関 係 で 



    

 
 

 

平成２５年度 東京都人権教育研究協議会「発達障害と人権教育」② 

大正大学人間学部教授 玉井邦夫 

Ⅱ しつけと虐待 ～世界と大人への信頼～ 

 

行為の「型」から入る 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行為の「意味」の認識 

道標（みちしるべ）第 677 号 

 

平成 25 年 5 月 29 日 

校長  稲垣  達也 

適発達の最近接領域の課題 

行 為 の モ デ ル を 明 示 

「 力 」 の 行 使 の 一 貫 性 

Ｇｏｏｄ Ｂａｄ 

少し頑張ればできる課題 

「やったぁ！できた！」 

→ 達成感・動機づけ 
 

頑張ってもできない課題 

「どうせ僕はダメだ」 

→ 無力感 

自分で考えられる子に 

どこが悪いか分かるよね 

行為の是非の 

自己チェック 

→ 自己統制感 
 

自分で考えると… 

できない また怒られる 

→ 自律性の崩壊 
 

 

自分で考えなさい 怒られる 

 

もっとうまく 

やろうね 

もっとほめられたい 

もっとうまくやりたい 

→ 報酬による統制 
 

どうしてできないの 

何とか避けよう やらない 

ほめられてもうれしくない 

→ 嫌悪による統制 
 

大人に対する信頼感 

→ 合理性を認識 
 

自分最優先 大人はみんな敵 

どうせ俺は…どうせ先生は… 

→ 不合理と認識 
 

〔しつけ〕 〔 虐 待 〕 

子どもの能力レベルに見合って、目標設定を変えていく 



    

 
 

 

平成２５年度 東京都人権教育研究協議会「発達障害と人権教育」③ 

大正大学人間学部教授 玉井邦夫 

Ⅲ ことば・気持ち・からだ 
～乖離とＰＤＤ特性の類似性と対処～ 

 

「こころ」のバランスを支えている３つの柱 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（虐待などの）強いストレス → さらに強いストレスを受け続ける  

まず ⇒ 自分の“感覚”を無意識に切り離す（感覚を無くす） 
※ 親から殴られ続けている自分の姿を、幽体離脱のような感覚で、上から眺めている自分 

→ 痛みが分からない（人の痛みもわからない人間になる） 

→ 感覚というアラームがないので、すぐキレる 

 

 次に ⇒ “感情”“思考”を切り離す 
※ 相手の言葉が通じない。言語能力が低いから自分でも説明できない。         

→ 自分でもわからない 

→ オンかオフしかない 突然暴れ出し、突然おとなしくなる 

 
 

どこにアプローチするか  思考 or  感情  or 感覚 
   働きかけ方が、個によって違う！ どういう言葉をよいか。 

・正常な状態の子  → 思考に働きかける「○○を○○しなさい」 

・思考が働いていない子 → 感情に働きかける「どうしたいの？ ○○がしたいの？」 

・思考も感情も働いていない子 → 感覚に働きかける「右の脚がバタバタ動いているよ」 

 

道標（みちしるべ）第 678 号 

 

平成 25 年 5 月 30 日 

校長  稲垣  達也 

思 考 

感 覚 感 情 



    

 
 

 

平成２５年度 東京都人権教育研究協議会「発達障害と人権教育」④ 

大正大学人間学部教授 玉井邦夫 

 

Ⅳ こころとことばの育ちの課題 
 

 親 

 

独善的な自己認知に基づく              適切な自己認知に基づく 

 虐待やＤＶの人間関係                現実的で私事的な人間関係 

 

 

引きこもり・家庭内暴力等                 職業スキルとしての統合 

 

性的・恋愛的スキル 

 

大人モデルの確立 

  

自己評価の低下から 

       仲間体験                 他者評価の歪みの形成 

  

 

                            成人期につながる 

学力などの個別対応                  自己認知の基盤形成 

 

                           

     子ども集団への信頼感 

                          ソーシャルスキルトレーニング 

メダカの学校 

 

９歳の壁を挟む発達較差 

 

                                 

 

担任を求心力にした                    

基盤的な学校体験                 思春期以降の見通し 

                                 個別療養と 

                                 集団療養の繋ぎ 

                         発見スキルと受皿のバランス 

 

 

支援のパスポートしての診断 

道標（みちしるべ）第 679 号 

 

平成 25 年 5 月 31 日 

校長  稲垣  達也 

小学校低学年 

家

族

へ

の

支

援 

高 校 ・ 大 学 

就 学 前 

小学校中学年 

中 学 校 

成 人 期 

本

人

支

援 

小学校高学年 

俺はこうやってきた 

これが自分の生き方だ 

自分の弱みを 

わかっている 

大人の言葉が分かる 

大人の行動が出来る 

学校は失敗してもいい 

相談して解決できる場所 

担任が水流を作ると

一緒に泳げる 

乗り越え 

られるか 

あなただけがいい思いをしてはダメ 

みんなが楽しめなければダメ 

最後の難関 

見つける 伝える 

かかわる 支援する 

スキルを学ぶ 


